
１ ４

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
良
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
３
月
、
「
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
に
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
取
り
上
げ

た
の
は
、
平
成
２６
年
の
春
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
何
度
も
当
局
と
の
協
議
と

議
会
で
の
質
問
を
重
ね
、
平
成
２８
年
に
は
自
民
党
会
派
と
し
て
、
議
員
提
案

の
県
条
例
を
制
定
す
る
に
至
り
、
昨
年
の
４
月
に
は
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
制
定
に
向
け
て
事
務
局
長
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
思
い
入
れ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
に
は
、
県
条
例
と
施
策
展
開
と
の
整
合
性

が
取
れ
る
よ
う
準
備
し
て
き
た
結
果
、
相
談
、
医
療
、
司
法
の
連
携
体
制
、

ま
た
専
門
職
員
の
常
勤
お
よ
び
２４
時
間
３
６
５
日
運
営
の
体
系
整
備
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
一
の
機
能
を
備
え
た
セ
ン
タ
ー
で
す
。
こ
れ
ま

で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

何
よ
り
も
、
性
犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
方
に
は
、
心
と
身
体
の
ケ
ア
に
専

門
家
と
関
連
機
関
が
緊
密
に
連
携
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
決
し

て
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
安
心
し
て
相
談
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
今
年
は
戌
年
、
「
戌
」
に
は
草
木
が
滅
ぶ
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
次
の
種
ま
き
に
向
け
て
の
新
し
い
ス
テ
ッ
プ
の
年
」
と
の
解
釈

が
さ
れ
る
そ
う
。
新
し
い
事
を
始
め
る
準
備
に
適
し
た
年
と
の
こ
と
で
、
心

機
一
転
、
県
政
課
題
の
中
で
も
、
ま
た
新
た
な
テ
ー
マ
に
腰
を
据
え
て
取
り

組
め
る
よ
う
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
す
が
、
十
分
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

皆
様
に
と
っ
て
今
年
が
良
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
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昨
年
か
ら
、
ま
た
新
た
な
議
員
提
案
条
例
案
づ
く
り
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
。
「
中
山
間
地
域
振
興
条
例
（
案
）
」
で
す
。
県
議

会
の
自
民
党
会
派
内
に
条
例
案
づ
く
り
の
Ｐ
Ｔ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
）
を
発
足
し
、
私
は
事
務
局
長
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
県
内
各
基
礎
自
治
体
を
ま
わ
り
、
市
町
村
長
や
中
山
間
地

域
の
方
々
か
ら
意
見
を
頂
い
て
い
る
段
階
で
す
。

な
ぜ
い
ま
「
中
山
間
地
域
振
興
」
な
の
か
？

少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
中
、
県
内
で
も
中
山
間
地
域

の
人
口
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
里
山
は
放
置
さ
れ
、

耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
空
き
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
影
響
は
中
山
間
地
域
だ
け
で
な
く
、
街
部
に
も
及
び

ま
す
。

近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
手
入
れ
の
行
き
届
い
て
い
な
い
里

山
は
土
砂
が
崩
れ
た
り
、
耕
作
放
棄
地
で
は
農
業
用
水
の
管
理
が

滞
る
こ
と
に
よ
り
、
下
流
の
水
管
理
が
困
難
に
な
り
、
サ
ル
や
イ

ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
の
被
害
も
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。
す
で

に
中
山
間
地
域
の
み
の
問
題
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
水
際
対
策
を
打
と
う
に
も
、
公
共
施
設
の
統
廃
合

や
二
次
交
通
手
段
の
制
限
、
買
い
物
等
の
生
活
基
盤
の
不
便
さ

が
、
中
山
間
地
域
の
人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
農
業
や
林
業
の
振
興
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
で
都
会
か
ら
の
移
住
者
を
増
や
す
施
策
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
対
策
に
乗
り
出
す
べ
き
時
期
に
来

て
い
る
と
判
断
し
、
条
例
案
の
方
向
性
を
見
出
す
べ
く
、
議
論
を

進
め
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
の
初
当
選
以
来
、
私
に
と
っ
て
は
６
本
目
の
条
例
案

づ
く
り
と
な
り
ま
す
。
富
山
県
に
と
っ
て
、
そ
し
て
県
内
す
べ
て

の
方
に
と
っ
て
実
り
あ
る
条
例
と
な
る
よ
う
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ぜひご覧ください。
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11月定例会予算特別委員会の詳しい様子は、富山県
議会のホームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

２月議会では、予算特別委員会にて
質問いたします。

Ａ．

通
級
制
度
導
入
に
は
、
生
徒
の
自
尊
感
情
や

心
理
的
な
抵
抗
感
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

本
県
で
は
、
定
時
制
高
校
に
導
入
で
き
な
い
か
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
議
員
か
ら
本
年
６
月
議
会
で
ご
提
言

い
た
だ
い
た
、
富
山
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
大
学
の
支
援
室
を
訪
問
し
、
連
携
の
課
題

等
に
つ
い
て
担
当
官
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

る
。
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Ａ．

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
、

地
方
創
生
の
一
層
の
推
進
を
図
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
本
県
も
そ
の
効
果
を
う
ま
く
取
り
込
ん
で
い
く
。

こ
れ
ま
で
、
物
理
的
な
障
壁
（
バ
リ
ア
）
だ
け
で
な
く
、

社
会
的
、
心
理
的
な
障
壁
を
除
去
す
る
た
め
、
公
共
施
設

等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
普

及
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
進
め
て
い
る
。

今
後
も
、
年
齢
・
性
別
・
文
化
の
違
い
や
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
互
い
に
尊
重
し
、
共
に
支
え
合

う
、
富
山
県
ら
し
い
共
生
社
会
の
形
成
を
一
層
進
め
た
い
。

Ａ．

再
編
統
合
の
対
象
校
等
は
、
県
立
高
校
教
育
振
興

会
議
で
ま
と
め
た
結
論
を
踏
ま
え
、
私
が
主
宰
す
る

総
合
教
育
会
議
で
十
分
検
討
・
協
議
し
、
決
定
す
る
。

高
校
教
育
を
充
実
す
る
た
め
に
再
編
統
合
を
進
め

て
い
る
こ
と
を
十
分
踏
ま
え
、
教
育
・
施
設
い
ず
れ

の
面
に
お
い
て
も
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
と
な
る
よ

う
検
討
す
る
。

跡
地
利
用
は
、
先
ず
は
地
元
の
市
町
村
に
お
い
て
、

地
域
の
振
興
や
活
性
化
の
観
点
か
ら
、
活
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
の
上
、
県
と
し
て
も
、
再
編
後
の
地
域

振
興
に
向
け
汗
を
か
き
、
知
恵
を
出
し
て
い
く
。

Ａ．

県
施
設
を
整
備
す
る
際
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
、
優
れ
た
取
組

み
に
対
す
る
表
彰
を
実
施
し
て
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
整
備
基
準
を
示
し
、
病
院
や
ホ
テ
ル
、
公
共
交
通
機
関
、

体
育
施
設
等
で
一
定
の
基
準
を
満
た
す
も
の
は
、
適
合
証
を
交
付
し
て
い
る
。

空
港
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
完
了
し
、
駅
は
、
１
日
当
た
り
利
用
者
３
千
人
以

上
の
１９
駅
の
う
ち
１３
駅
で
整
備
済
み
、
新
駅
で
あ
る
「
高
岡
や
ぶ
な
み
駅
」
や
「
宇

奈
月
温
泉
駅
」
の
改
修
工
事
に
お
い
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
等
が
行
わ
れ
て

い
る
。

主
要
体
育
館
は
、
全
て
の
施
設
で
、
段
差
を
無
く
す
、
あ
る
い
は
ス
ロ
ー
プ
を

設
置
、
多
目
的
ト
イ
レ
は
３９
施
設
で
整
備
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
普
及
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
努
め
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。

Ａ．

開
設
や
相
談
電
話
番
号
は
、
各
種
県
の
広
報
媒
体
を
活
用
し
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
開
設
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
よ
る
周
知
を
予
定
し
て
い
る
。

性
犯
罪
の
被
害
者
は
、
未
成
年
者
が
約
半
数
を
占
め
、
ま
た
、
誰
に
も
打
ち
明

け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
潜
在
化
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

電
話
番
号
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
を
記
載
し
た
名
刺
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
中

学
校
、
高
校
、
大
学
等
で
配
布
す
る
ほ
か
、
電
話
番
号
等
を
記
載
し
た
シ
ー
ル
を

公
共
施
設
等
の
特
に
女
子
ト
イ
レ
内
に
貼
り
付
け
る
こ
と
等
を
予
定
し
て
い
る
。

Ａ．

他
県
で
は
、
約
８
割
で
正
式
名
称
や
相
談
電
話
に
愛
称
を
つ
け
て
お
り
、
今
後
、

開
設
準
備
に
あ
わ
せ
、
支
援
関
係
者
等
か
ら
意
見
を
聞
き
、
愛
称
を
検
討
す
る
。

Ａ．

ア
ス
リ
ー
ト
養
成
の
拠
点
は
、
「
競
技
力
向
上
対
策
あ
り
方
検
討
会
」
や
、
「
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
・
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
の
提
言
を
踏
ま
え
、
県
総

合
体
育
セ
ン
タ
ー
を
、
競
技
力
強
化
の
中
核
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
機

能
強
化
を
進
め
て
き
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
や
Ｎ
Ｔ
Ｃ
と
の
連
携
協
力
に
よ
り
一
層
競
技
力
強
化
に
取
り
組
み
た

い
。

Ａ．

警
察
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
性
犯
罪
の
被
害
者
の
う
ち
、
小
中
高
校
生
の
占
め

る
割
合
は
、
平
成
２８
年
で
は
強
姦
で
２５
％
、
強
制
わ
い
せ
つ
で
は
３６
％
、
ま
た
検

挙
件
数
全
体
の
う
ち
面
識
の
あ
る
者
か
ら
被
害
を
受
け
た
割
合
は
、
強
姦
で
５７
％
、

強
制
わ
い
せ
つ
で
２９
％
と
な
っ
て
い
る
。

担
当
部
局
と
連
携
し
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
に
セ
ン
タ
ー
開
設
を
周
知
し
、
相

談
を
促
す
よ
う
働
き
か
け
る
。

Ａ．

親
族
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
者
等
、
保
護
や
指
導
的

立
場
に
あ
る
者
が
加
害
者
の
場
合
、
被
害
が
潜
在
化
・

継
続
化
・
深
刻
化
す
る
可
能
性
が
高
い
。
学
校
に
お
い

て
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
に
よ
る
兆
候
を
早
期
に
探
知

し
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

今
後
は
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
教
職
員
に
対

す
る
セ
ン
タ
ー
開
設
の
周
知
と
機
能
等
の
理
解
促
進
、

ま
た
対
応
等
に
関
す
る
出
前
授
業
の
拡
充
、
さ
ら
に
養

護
教
諭
等
を
対
象
に
、
専
門
研
修
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

Ａ．

電
話
相
談
及
び
面
接
相
談
か
ら
、
医
療
機
関
や
警
察
署
等
へ
の
同
行
支
援
、
必

要
な
支
援
機
関
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
ほ
か
、
性
感
染
症
の
検
査
や
緊
急
避

妊
薬
の
処
方
等
の
医
療
費
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
要
す
る
経
費
等
も
、
公
費
負
担

を
予
定
し
て
い
る
。

本
県
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、
①
各
種
相
談
等
に
実
績
を
有
す
る
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
委
託
。
②
原
則
、
専
門
知
識
と
経
験
を
有
す
る
助
産
師
等
が
対
応
。
③
夜

間
や
休
日
も
専
門
の
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
電
話
転
送
し
、
２４
時
間
３
６

５
日
相
談
対
応
。
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合
教
育
会
議
で
十
分
検
討
・
協
議
し
、
決
定
す
る
。

高
校
教
育
を
充
実
す
る
た
め
に
再
編
統
合
を
進
め

て
い
る
こ
と
を
十
分
踏
ま
え
、
教
育
・
施
設
い
ず
れ

の
面
に
お
い
て
も
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
と
な
る
よ

う
検
討
す
る
。

跡
地
利
用
は
、
先
ず
は
地
元
の
市
町
村
に
お
い
て
、

地
域
の
振
興
や
活
性
化
の
観
点
か
ら
、
活
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
の
上
、
県
と
し
て
も
、
再
編
後
の
地
域

振
興
に
向
け
汗
を
か
き
、
知
恵
を
出
し
て
い
く
。

Ａ．

県
施
設
を
整
備
す
る
際
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
、
優
れ
た
取
組

み
に
対
す
る
表
彰
を
実
施
し
て
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
整
備
基
準
を
示
し
、
病
院
や
ホ
テ
ル
、
公
共
交
通
機
関
、

体
育
施
設
等
で
一
定
の
基
準
を
満
た
す
も
の
は
、
適
合
証
を
交
付
し
て
い
る
。

空
港
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
完
了
し
、
駅
は
、
１
日
当
た
り
利
用
者
３
千
人
以

上
の
１９
駅
の
う
ち
１３
駅
で
整
備
済
み
、
新
駅
で
あ
る
「
高
岡
や
ぶ
な
み
駅
」
や
「
宇

奈
月
温
泉
駅
」
の
改
修
工
事
に
お
い
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
等
が
行
わ
れ
て

い
る
。

主
要
体
育
館
は
、
全
て
の
施
設
で
、
段
差
を
無
く
す
、
あ
る
い
は
ス
ロ
ー
プ
を

設
置
、
多
目
的
ト
イ
レ
は
３９
施
設
で
整
備
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
普
及
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
努
め
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。

Ａ．

開
設
や
相
談
電
話
番
号
は
、
各
種
県
の
広
報
媒
体
を
活
用
し
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
開
設
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
よ
る
周
知
を
予
定
し
て
い
る
。

性
犯
罪
の
被
害
者
は
、
未
成
年
者
が
約
半
数
を
占
め
、
ま
た
、
誰
に
も
打
ち
明

け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
潜
在
化
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

電
話
番
号
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
を
記
載
し
た
名
刺
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
中

学
校
、
高
校
、
大
学
等
で
配
布
す
る
ほ
か
、
電
話
番
号
等
を
記
載
し
た
シ
ー
ル
を

公
共
施
設
等
の
特
に
女
子
ト
イ
レ
内
に
貼
り
付
け
る
こ
と
等
を
予
定
し
て
い
る
。

Ａ．

他
県
で
は
、
約
８
割
で
正
式
名
称
や
相
談
電
話
に
愛
称
を
つ
け
て
お
り
、
今
後
、

開
設
準
備
に
あ
わ
せ
、
支
援
関
係
者
等
か
ら
意
見
を
聞
き
、
愛
称
を
検
討
す
る
。

Ａ．

ア
ス
リ
ー
ト
養
成
の
拠
点
は
、
「
競
技
力
向
上
対
策
あ
り
方
検
討
会
」
や
、
「
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
・
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
の
提
言
を
踏
ま
え
、
県
総

合
体
育
セ
ン
タ
ー
を
、
競
技
力
強
化
の
中
核
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
機

能
強
化
を
進
め
て
き
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
や
Ｎ
Ｔ
Ｃ
と
の
連
携
協
力
に
よ
り
一
層
競
技
力
強
化
に
取
り
組
み
た

い
。

Ａ．

警
察
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
性
犯
罪
の
被
害
者
の
う
ち
、
小
中
高
校
生
の
占
め

る
割
合
は
、
平
成
２８
年
で
は
強
姦
で
２５
％
、
強
制
わ
い
せ
つ
で
は
３６
％
、
ま
た
検

挙
件
数
全
体
の
う
ち
面
識
の
あ
る
者
か
ら
被
害
を
受
け
た
割
合
は
、
強
姦
で
５７
％
、

強
制
わ
い
せ
つ
で
２９
％
と
な
っ
て
い
る
。

担
当
部
局
と
連
携
し
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
に
セ
ン
タ
ー
開
設
を
周
知
し
、
相

談
を
促
す
よ
う
働
き
か
け
る
。

Ａ．

親
族
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
者
等
、
保
護
や
指
導
的

立
場
に
あ
る
者
が
加
害
者
の
場
合
、
被
害
が
潜
在
化
・

継
続
化
・
深
刻
化
す
る
可
能
性
が
高
い
。
学
校
に
お
い

て
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
に
よ
る
兆
候
を
早
期
に
探
知

し
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

今
後
は
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
教
職
員
に
対

す
る
セ
ン
タ
ー
開
設
の
周
知
と
機
能
等
の
理
解
促
進
、

ま
た
対
応
等
に
関
す
る
出
前
授
業
の
拡
充
、
さ
ら
に
養

護
教
諭
等
を
対
象
に
、
専
門
研
修
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

Ａ．

電
話
相
談
及
び
面
接
相
談
か
ら
、
医
療
機
関
や
警
察
署
等
へ
の
同
行
支
援
、
必

要
な
支
援
機
関
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
ほ
か
、
性
感
染
症
の
検
査
や
緊
急
避

妊
薬
の
処
方
等
の
医
療
費
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
要
す
る
経
費
等
も
、
公
費
負
担

を
予
定
し
て
い
る
。

本
県
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、
①
各
種
相
談
等
に
実
績
を
有
す
る
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
委
託
。
②
原
則
、
専
門
知
識
と
経
験
を
有
す
る
助
産
師
等
が
対
応
。
③
夜

間
や
休
日
も
専
門
の
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
電
話
転
送
し
、
２４
時
間
３
６

５
日
相
談
対
応
。



１ ４

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
良
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
３
月
、
「
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
に
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
取
り
上
げ

た
の
は
、
平
成
２６
年
の
春
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
何
度
も
当
局
と
の
協
議
と

議
会
で
の
質
問
を
重
ね
、
平
成
２８
年
に
は
自
民
党
会
派
と
し
て
、
議
員
提
案

の
県
条
例
を
制
定
す
る
に
至
り
、
昨
年
の
４
月
に
は
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
制
定
に
向
け
て
事
務
局
長
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
思
い
入
れ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
に
は
、
県
条
例
と
施
策
展
開
と
の
整
合
性

が
取
れ
る
よ
う
準
備
し
て
き
た
結
果
、
相
談
、
医
療
、
司
法
の
連
携
体
制
、

ま
た
専
門
職
員
の
常
勤
お
よ
び
２４
時
間
３
６
５
日
運
営
の
体
系
整
備
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
一
の
機
能
を
備
え
た
セ
ン
タ
ー
で
す
。
こ
れ
ま

で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

何
よ
り
も
、
性
犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
方
に
は
、
心
と
身
体
の
ケ
ア
に
専

門
家
と
関
連
機
関
が
緊
密
に
連
携
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
決
し

て
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
安
心
し
て
相
談
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
今
年
は
戌
年
、
「
戌
」
に
は
草
木
が
滅
ぶ
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
次
の
種
ま
き
に
向
け
て
の
新
し
い
ス
テ
ッ
プ
の
年
」
と
の
解
釈

が
さ
れ
る
そ
う
。
新
し
い
事
を
始
め
る
準
備
に
適
し
た
年
と
の
こ
と
で
、
心

機
一
転
、
県
政
課
題
の
中
で
も
、
ま
た
新
た
な
テ
ー
マ
に
腰
を
据
え
て
取
り

組
め
る
よ
う
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
す
が
、
十
分
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

皆
様
に
と
っ
て
今
年
が
良
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
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昨
年
か
ら
、
ま
た
新
た
な
議
員
提
案
条
例
案
づ
く
り
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
。
「
中
山
間
地
域
振
興
条
例
（
案
）
」
で
す
。
県
議

会
の
自
民
党
会
派
内
に
条
例
案
づ
く
り
の
Ｐ
Ｔ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
）
を
発
足
し
、
私
は
事
務
局
長
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
県
内
各
基
礎
自
治
体
を
ま
わ
り
、
市
町
村
長
や
中
山
間
地

域
の
方
々
か
ら
意
見
を
頂
い
て
い
る
段
階
で
す
。

な
ぜ
い
ま
「
中
山
間
地
域
振
興
」
な
の
か
？

少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
中
、
県
内
で
も
中
山
間
地
域

の
人
口
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
里
山
は
放
置
さ
れ
、

耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
空
き
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
影
響
は
中
山
間
地
域
だ
け
で
な
く
、
街
部
に
も
及
び

ま
す
。

近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
手
入
れ
の
行
き
届
い
て
い
な
い
里

山
は
土
砂
が
崩
れ
た
り
、
耕
作
放
棄
地
で
は
農
業
用
水
の
管
理
が

滞
る
こ
と
に
よ
り
、
下
流
の
水
管
理
が
困
難
に
な
り
、
サ
ル
や
イ

ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
の
被
害
も
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。
す
で

に
中
山
間
地
域
の
み
の
問
題
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
水
際
対
策
を
打
と
う
に
も
、
公
共
施
設
の
統
廃
合

や
二
次
交
通
手
段
の
制
限
、
買
い
物
等
の
生
活
基
盤
の
不
便
さ

が
、
中
山
間
地
域
の
人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
農
業
や
林
業
の
振
興
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
で
都
会
か
ら
の
移
住
者
を
増
や
す
施
策
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
対
策
に
乗
り
出
す
べ
き
時
期
に
来

て
い
る
と
判
断
し
、
条
例
案
の
方
向
性
を
見
出
す
べ
く
、
議
論
を

進
め
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
の
初
当
選
以
来
、
私
に
と
っ
て
は
６
本
目
の
条
例
案

づ
く
り
と
な
り
ま
す
。
富
山
県
に
と
っ
て
、
そ
し
て
県
内
す
べ
て

の
方
に
と
っ
て
実
り
あ
る
条
例
と
な
る
よ
う
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ぜひご覧ください。
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11月定例会予算特別委員会の詳しい様子は、富山県
議会のホームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

２月議会では、予算特別委員会にて
質問いたします。

Ａ．

通
級
制
度
導
入
に
は
、
生
徒
の
自
尊
感
情
や

心
理
的
な
抵
抗
感
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

本
県
で
は
、
定
時
制
高
校
に
導
入
で
き
な
い
か
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
議
員
か
ら
本
年
６
月
議
会
で
ご
提
言

い
た
だ
い
た
、
富
山
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
大
学
の
支
援
室
を
訪
問
し
、
連
携
の
課
題

等
に
つ
い
て
担
当
官
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

る
。


